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＜連絡事項＞
・

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　千明様～深夜帯より、腹部膨満感・少量の嘔吐あり。主治医へ報告し、腹部レントゲン検査実施。イレウス傾向にあるとの診断にて点滴5本キープ、絶食指示となる。内服薬は継続指示あり。

[bookmark: _GoBack]・長岡　明美様～38℃台の発熱あり。食事の際溜め込み嚥下できない事多く、服薬も困難な状況。服薬困難時スキップ可。また、本日よりセフトリアキソン１g2袋、開始の指示あり。25日まで指示あり。ロナセンテープ貼付の指示もあり実施する。

・成田　富士子様～アピドラ注1本処方。

・中居　伊佐男様～テルビナフィン1本処方。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中他室侵入繰り返すため、早めに開放終了となる。自室内で奇異行為あるが、危険行為無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。各食1/2～2/3摂取。不機嫌さなく易怒的言動・粗暴行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・野坂　翔　様～9：00～16：00開放観察実施。幻聴・妄想に左右された言動なく、不調不満訴えなく自室で漫画本を読んで静穏に過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜措置入院ケース検討＞
・藤井　崇史様～特定の患者様への被害妄想あるが他者トラブル無く経過している。引き続き措置解除へ向け支援をしていく。
